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神
奈
川
ネ
ッ
ト
は
、

地
域
政
党
で
す
。

生
活
の
課
題
は

政
治
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

国
の
政
党
が
、
地
方
の
政
治
ま
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で
は
な
く

多
様
な
地
域
政
党
が
政
策
を
競
い

住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る

社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

■サマースクール「子どもの権利条例
に学ぶ」/「ネット参謀システム変更に
伴う」学習会：8/19（月）■サマース
クール「介護保険の基本のき」：8/20
（火）■市民の生活・活動法律相談：
8/21（水）■サマースクールごみ問
題：8/26（月）■第８回運営委員会：
8/27（火）

県議会県議会県議会

佐々木ゆみこ（ネット宮前／県議）

　
　
　
　
　
　
　
今
夏
の
参
議
院
選
で
N
H
K
か
ら
国
民
を
守
る
党
の
代
表
が

全
国
比
例
で
当
選
し
、国
政
に
進
出
し
た
。し
か
も
、選
挙
区
に
37
人
の
候
補
者

を
擁
立
し
、全
員
落
選
し
た
も
の
の
得
票
率
2
%
を
達
成
し
て
、公
職
選
挙
法
と

政
党
助
成
法
上
の
要
件
を
満
た
し
政
党
と
な
っ
た
▼
し
か
し
、そ
の
後
は
問
題
発

言
で
維
新
の
党
を
除
名
さ
れ
た
議
員
や
元
み
ん
な
の
党
の
議
員
と
会
派
を
組
ん

で
、会
派
名
を
あ
っ
さ
り「
み
ん
な
の
党
」に
▼
数
は
力
と
、5
人
の
国
会
議
員
を

確
保
す
る
た
め
に
N
H
K
問
題
に
何
の
関
心
も
な
い
議
員
を
巻
き
込
ん
で
の
動

き
は
あ
ま
り
に
お
粗
末
。野
合
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。本
来
の「
N
H
K

を
ぶ
っ
壊
す
」に
共
感
し
て
投
票
し
た
有
権
者
を
裏
切
る
行
為
だ
。       (

C
・
M
）

原発ゼロ社会をめざします！

　
食
の
安
全
を
考
え
る
会
の
野
本
健
司
さ
ん

を
迎
え
て
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
（
G
M)

を

考
え
る
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
遺
伝
子
は
必
要
な
情
報
が
機
能
し
て
脳
・

骨
・
手
足
に
な
り
、
人
間
に
と
っ
て
不
要
な
部

分
は
休
眠
し
ま
す
。遺
伝
子
組
み
換
え
を
行
う

と
、
休
眠
し
て
い
た
部
分
を
活
性
化
さ
せ
て
し

ま
う
こ
と
や
、
予
期
し
な
い
有
害
物
質
を
生
み

出
す
可
能
性
が
あ
り
、
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品

の
安
全
検
証
結
果
で
は
、
免
疫
シ
ス
テ
ム
の
異

常
や
腫
瘍
に
な
る

危
険
性
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。ラ
ウ

ン
ド
ア
ッ
プ
な
ど

に
代
表
さ
れ
る
モ

ン
サ
ン
ト
社
の
除

草
剤
耐
性
作
物

（
大
豆
、
な
た
ね
、

と
う
も
ろ
こ
し
な

ど
）は
、農
家
の
労

働
力
の
軽
減
に
な

る
と
宣
伝
し
、
除

草
剤
と
種
と
の
セ
ッ
ト
販
売
で
市
場
を
独
占
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。G
M
を
選
ば
な
い
た
め
に

は
、食
品
表
示
義
務
で
す
。現
状
、遺
伝
子
組
み

換
え
に
つ
い
て
は
、
ご
く
一
部
の
食
品
に
し
か
表

示
義
務
が
な
く
、
油
脂
類
は
皆
無
。日
本
で
は

５
％
未
満
の
混
入
は
許
容
さ
れ
て
お
り
（
E
U

は
0
.
9
％
）、
表
示
義
務
も
５
％
以
上
の
上

位
3
位
ま
で
の
主
原
料
の
み
の
た
め
、E
U
並
み

の
表
示
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　
一
方
、
ゲ
ノ
ム
編
集
は
遺
伝
子
の一
部
を
切
断

す
る
な
ど
し
、突
然
変
異
を
起
こ
す
と
い
う
、い

わ
ば
遺
伝
子
組
み
換
え
の
前
段
階
の
方
法
で

す
。E
U
は
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
に
つ
い
て
、
遺
伝

子
組
み
換
え
と
同
様
に
安
全
性
の
審
査
を
し

ま
す
が
、
日
本
で
は
審
査
が
な
く
表
示
方
法
も

検
討
中
で
す
。と
う
も
ろ
こ
し
・
大
豆
・
な
た

ね
は
輸
入
率
が
93
〜
1
0
0
％
で
あ
り
、
ま
ず

は
自
給
率
を
上
げ
る
た
め
の
政
策
が
必
要
で

す
。そ
し
て
、
日
本
で
も
遺
伝
子
組
み
換
え
も
ゲ

ノ
ム
編
集
も
食
品
へ
の
全
表
示
を
求
め
、
さ
ら

に
、生
産
者
や
メ
ー
カ
ー
と
共
に
、非
遺
伝
子
組

み
換
え
作
物
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

食
の
安
全
を
確
保
す
る

　 

　
　
　 

　 

　 

根
本
さ
ち
子（
神
奈
川
ネ
ッ
ト
/
逗
子
市
議
）

◆
持
続
可
能
な
環
境
を
つ
く
る
政
策
制
度
研
究
会 

学
習
会

　
市
民
金
融
と
休

眠
預
金
活
用
法
の

動
き
に
つ
い
て
、
女

性
・
市
民
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ン
ク
理
事
長

の
向
田
映
子
さ
ん

か
ら
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
金
融
機
関
は
、
女
性
た
ち
が
行
う

市
民
事
業
に
つ
い
て
は
融
資
の
対
象
か
ら
外
し
て

き
ま
し
た
。そ
こ
で
、市
民
が
お
金
を
出
し
合
い
、

地
域
社
会
が
必
要
と
し
て
い
る
市
民
事
業
等
に

融
資
す
る
、
非
営
利
・
相
互
扶
助
の
透
明
性
の

高
い
金
融
機
関
と
し
て
1
9
9
8
年
「
女
性
・

市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ン
ク
」
は
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。厳
し
い
審
査
の
も
と
、
今
後
の
事
故
の
再
発

防
止
策
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
の
検
討
や

提
案
も
行
い
、融
資
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
N
P
O
バン
ク
は
全
国
18
カ
所
に
増
え
、

金
銭
的
リ
タ
ー
ン
が
無
く
て
も
社
会
的
リ
タ
ー
ン

に
意
義
を
見
出
す
出
資
者
が
い
ま
す
。既
に
欧
米

で
は
社
会
的
金
融
が
評
価
さ
れ
、
助
言
活
動
な

ど
の
経
費
を
助
成
す
る
法
律
が
あ
り
ま
す
。今

後
、日
本
で
も
市
民
金
融
を
支
援
す
る
法
制
度

が
必
要
で
す
。

　
日
本
で
は
毎
年
8
5
0
億
円
も
休
眠
預
金

（
10
年
以
上
に
わ
た
り
取
引
き
し
て
い
な
い
預

金
）が
発
生
し
て
い
ま
す
。諸
外
国
で
は
休
眠
預

金
を
活
用
し
た「
基
金
」が
つ
く
ら
れ
、
障
害
者

や
教
育
に
恵
ま
れ
な
い
人
々
を
支
援
す
る
動
き

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。日
本
で
は
、
お
金
を
所
定

の
機
関
に
移
管
し
、
民
間
公
益
活
動
の
た
め
に

活
用
す
る
「
休
眠
預
金
等
活
用
法
」
が

2
0
1
8
年
1
月
に
施
行
さ
れ
、2
0
1
9
年

1
月
か
ら
実
際
に
対
象
と
な
る
休
眠
預
金
が

発
生
し
て
い
ま
す
。今
年
は
資
金
分
配
団
体
に

20
億
円
が
拠
出
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
子

ど
も
や
若
者
の
支
援
、
地
域
活
性
化
の
支
援
、

日
常
生
活
に
困
難
を
有
す
る
者
の
支
援
な
ど
、

複
雑
化
し
た
社
会
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の

革
新
的
な
手
法
の
開
発
や
実
践
が
期
待
さ
れ

ま
す
。併
せ
て
、資
金
が
正
し
く
社
会
貢
献
に
使

わ
れ
て
い
る
か
、
支
援
後
の
チ
ェ
ッ
ク
も
必
要
で

す
。

女
性
・
市
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ン
ク
と
休
眠
預
金

　   

　
　
　
　
　
　
　  

あ
だ
ち
な
ほ  

（
ネ
ッ
ト
鎌
倉
/
市
議
）

　
神
奈
川
ネ
ッ
ト
で
は
、
議
員
の
政
務
活

動
費
を
毎
年
市
民
公
開
し
て
い
ま
す
。私

は
、今
回
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
各
自
治

体
の
政
務

活
動
費
の

報
告
書
を

見
比
べ
る
こ

と
で
、金
額
、

支
給
の
さ
れ

方
、
報
告
方

法
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
異

な
っ
て
い
る

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。神
奈
川
ネ
ッ
ト
は

個
人
支
給
を
求
め
て
い
ま
す
が
、大
和
市

は
会
派
支
給
で
あ
る
た
め
、
報
告
も
会

派
で
一
括
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。研
修
な

ど
の
報
告
も
、詳
細
に
書
い
て
い
ま
す
。

　
ど
の
よ
う
に
使
用
す
る
の
か
、何
の
た

め
に
使
う
の
か
は
、議
員
一
人
ひ
と
り
の

判
断
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
判
断

は
常
に
使
用
が
適
当
か
ど
う
か
、
政
策

形
成
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
、強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
今
回
、
現
状
を
知
る
こ
と
で
、
政
務

活
動
費
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

政
務
活
動
費
を
市
民
公
開

　
　
　    

布
瀬
め
ぐ
み  

（
大
和
市
民
会
議
/
市
議
）

第46回臨時総会
2019.7.27 in ワークピア

　神奈川ネット第 46 回臨時総会がワークピア横浜で開催され
ました。
　冒頭、佐々木代表は「地域政党としての役割を果たしていきた
い」と挨拶。今年度の活動方針に対して、会員からは、「有効な政
策提言の力は地域政党ならではのもの」「ネット憲章については
広く会員の声を聴いて議論を進めてほしい」等、 神奈川ネットの
今後の在り方について議論を求める声があがりました。
　佐々木代表は「私たちは市民派議員ではなく、市民政治を進め
ていく政治団体として、皆で考え元気に活動を進めていく」と締め
くくりました。

8/1

7/30

7/30

　神奈川県では「再生可能エネル
ギーの導入等の促進に関する条例」
が議員提案により 2014 年から施
行されています。「原子力発電に過
度に依存せず・・・」と書かれ、再
生可能エネルギーを積極的に導入
するよう謳われています。しかし、
スマートエネルギー計画では消費
電力の2010年比2020年度10％
削減はほぼ達成できているものの、
分散型発電による発電量は消費電
力の 25％目標には達していませ
ん。省エネ意識は向上しているもの
の、太陽光をはじめとする分散型エ
ネルギーの普及はまだ道半ばです。
　県議会では、原発ゼロ社会をめざ
す意見書と分散型エネルギーの更
なる普及拡大を求める意見書が提
出され神奈川ネットはどちらも必
要であると考え賛成しましたが、原
発ゼロの意見書は残念ながら賛成
少数で否決されてしまいました。
　太陽光に限らず、エネルギーの

地産地消を積極的に進めることも
必要だと考えます。川崎市にある昭
和電工（株）では廃プラを利用して
発電し殿町にあるホテルに供給し
ています。市民レベルでも、家庭か
らの廃食油を利用してディーゼル
代替燃料を製造しトラックを走ら
せています。私たちの生活から出る
廃棄物もエネルギーになる時代で
す。人の手でコントロ―ル出来ない
危険な原発や大量の CO₂を発生さ
せる火力発電などに頼ることのな
い社会をめざしていくことが必要
です。
　昨年、生活クラブ生協の組合員と
エネルギー問題の学習会を開催し、
県との円卓会議を持ちながら市民
政策提案もしています。一人ひとり
がコンセントの向こうにあるエネ
ルギーのことを考え行動できるよ
う、原発ゼロ社会をめざし、アク
ションや制度提案をこれからも続
けます。

共同代表 佐々木ゆみこ ( ネット宮前 / 県議 )
総務部長 山崎さゆき ( 大和市民会議 / 市議 )
政策部長 保坂れい子 ( ネット鎌倉 / 市議 )
組織部長 三宅真里 (ネット鎌倉 )

◀
佐
々
木
ゆ
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表

【新役員】


